
家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係
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〔(社) 日 本家政 学 会

晴

子

之

的 は、 第 １ 報 以 来 述 べ て き た よ う に、 ア メ リ カ 家 政 学 会 誌 に 報 告 さ れ

が、 歴 史 的 に ど の よ う に 推 移 し て き た の か を 追 求 し、 そ れ を 通 し て 家

に し よ う と す る も の で あ る。　前 年 度 ま で に、 分 析 対 象 論 文 の 特 定 と、

観 し、10 分 類 領 域 中 の 『 家 政 学 原 論 』、 『 家 庭 経 営 学 お よ び 家 庭 管 理

３ つ の 領 域 を 概 観 し て き た。 、 さ ら に 前 報 で は 『 家 庭 経 済 学 』 領 域 の

た。 本 報 で は 、lo 分 類 領 域 中 の 『 家 庭 経 済 学 』、 『 家 政 教 育 学 』、 『

に 見 ら れ る 「 消 費 者 問 題 」　 「 消 費 者 教 育 」 関 連 の 論 文 を 抽 出 し 、 ア

け る「 消 費 者 問 題 」　 「 消 費 者 教 育 」 関 連 の 研 究 動 向 を 概 観 す る こ と

使 用 し た 資 料 は、 前 報 ま で と 同 様 で あ る。 分 析 の 過 程 は 以 下 に 示 す 通 り で

経 済 学 』、 『 家 政 教 育 学 』、 『 総 合 』 の ３ つ の 領 域 の 中 分 類 領 域 に 見 ら れ

」‘　「 消 費 者 教 育 」 関 連 論 文 を 量 的 に 把 握 す る。　② 上 記 の 分 類 領 域 と は 別

け、 研 究 動 向 と そ の 特 質 の 把 握 を 試 み る。

庭 経 済 学 』、領 域 か ら 「 消 費 者 問 題 」 関 連 論 文 を　1 43 本、 『 家 政 教 育 学 』 領

域 か ら 「 消 費 者 教 育 」 関 連 の 論 文 を そ れ ぞ れ20 本 と1  3本、 計　176 本 を 抽 出

た。 ま た 量 的 に は 、40 年 代 と60 年 代 を 山 と し た Ｍ 字 型 の 動 向 を 示 す こ と が

② 全 体 と し て 生 活 情 報 や 市 場 に お け る 消 費 者 の 役 割 、 消 費 者 教 育、 家 政 学

費 者 信 用 に つ い て の 論 文 が 多 く み ら れ た。

中 国 に お け る 家 政 学 ・ 家 庭 科 教 育 の 必 要 性 と そ の 課 題

－ 一 日 中 国 民 生 活 の 比 較 分 析 を 視 座 と す る ー 一

静 岡 大 教 育　　 ○　楊 彬　 村 尾 勇 之

日
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全 社 会 に 家 庭 生 活、 家 族 問 題 の 研 究 の

を 養 成 の 必 要 を 少 し で も 明 ら か に し た

解 で き る た め に、 中 国 に お け る 家 政 学

と 高 い 水 準 へ も っ て い く た め の 一 つ の

民 生 活 諸 指 標 の 比 較 研 究 を 通 し て、 両 国 の 国 民

か し、 日 中 両 国 の 経 済 体 制 が 異 な る た め、 そ の

な り 困 難 で あ る。　こ こ で は、 現 在 日 本 で 用 い ら

す る ま た 家 庭 生 活 に 関 連 す る 項 目 を 調 整 し、 「

活 意 識 」 の ４ つ の 分 類 で 行 う こ と に し た。
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